
２０１９．１２．２１ 
畑 啓之 

 
畳の上で死ぬことは困難な時代に 核家族化が進み看取ってくれる⼈がいない 
 
神⼾新聞が実施したアンケートは実に衝撃的な結果を伝えている。わかってはいたとはい
え、「やはりそうか」とその結果の重さには注⽬する必要がある。最期に頼れる⼈（12 ⽉ 20
⽇）の「最期に気持ちを⽀えるものごとは？」では「信仰」は紙のように軽い。 
 
神⼾新聞 12 ⽉ 11 ⽇  ⾃宅で最期６割が「困難」 
        12 ⽇  延命治療 95%「望まない」 
        13 ⽇  「死」を話題４割に抵抗感 
        20 ⽇  最期に頼れる⼈ 
 
⾃宅で最期６割が「困難」 
昔の⼤家族のもとであれば、誰かが、あるいは⼿分けして看病することができた。しかし、
今⽇のように核家族化が進んでしまえば、介護の負担が誰か⼀⼈に集中し、その負担に⻑期
間絶えることは困難である。最近の医療の進歩により命を⻑らえることが可能にはなった
が、終末までの 10 年間は健康に過ごすことができていないとの統計結果もあり、昔に⽐べ
て介護期間は⻑いものとなっている。昔は寝込んでしまえば、⼿の打ちようもなく体が衰え、
⽐較的早期に臨終に⾄った。多くの場合はその死因は⽼衰とされたものと考えられる。記事
の「ピンピンコロリが願望だが、東⼤へ⼊るよりも難しいらしい（90 代以上の⼥性）」が印
象的であった。 
 
延命治療 95%「望まない」 
治る⾒込みのない親族に延命治療を施し、その命を⻑らえさせたとしても。苦しみの期間を
⻑くするだけで⾒ているのもつらい。こう考えると、延命治療を望まないが 95%と⾼い値
になることが理解できる。「⾃分⾃⾝が不治の病になったときに延命治療を望みますか？」
との設問とした場合には、この数値は⼤きく変わるものと想像される。そのような状況に置
かれたときにはいかなる⼿段を⽤いても⼈は⻑⽣きしたいと考えるものである。 
 
「死」を話題４割に抵抗感 
昔は⼈は⾃宅の畳の上で死んだものである。死は⾃然の営みの⼀部であり、⼦供たちも死と
はどういうものかを⾒て知る機会があった。いまはその機会が失われ、アンケートのような
結果となっているものと考えられる。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 


